












　なお作品からの引用は、Franz Kafka: Drucke zu Lebzeiten. Kritische Ausgabe. Hg. von Wolf 









































































































何かが欠けているだけの、いわば《「　　　」（余白）にいる幼友達 ein sich im “　　　”（Rand）
befindender Jugendfreund》になることだけである。ここに紛れ込んだ余白は、テクストに記載
不能なカットであり、不在の場としての“ab”の効果を持ち合わせている。ゲオルクの言葉に
従えば、それは「彼の存在 sein Existenz をこちらへ移す／遮る verlegen」（44）ことであり、帰
郷の後には「年をとった子供 ein altes Kind になり、故郷の成功した友たちに単に付き従う」と




















うこまっちゃうわ。Eigentlich kränkt es mich doch.“その瞬間、彼には友に全てを書き送ること
は何の造作も無いにことに思われた」（48）。原文を引用したこの女の欲望の呼吸音は、E. T. A. 
ホフマン『砂男』（1817）の自動人形オリンピアが唯一覚え込まされた、男を満足させるための

























































































































みようと alles vollkommen genau zu beobachten 固く決心したことがあった。いま彼は長いこと
忘れていたこの決心を思い出したが、またしても、針の穴から短い糸を引き抜くようにwie man 

























































































　「„喜劇役者！ Komödiant!“ゲオルクは耐えきれずに叫んだ、すぐにそれがもたらす傷 den 
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0 0 0 0 0 0
自己言及的アンチ
テーゼとして、父の道化劇に対する






に「気が付いたときには、もう手遅れ」なもの、《常に手遅れなものたち die immer zu spät 
Gekommene》の到来なのだ。つまりそれは何かに対する
0 0 0 0
傷の表象化なのではなく、より本来的
には、この物語の大地それ自体

































































































in der ganzen Welt unmöglich machen」試みを「考えたのは一瞬だけのことであった、という
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